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「エコマークコミュニケーションフォーラム」を開催しました

2月4日、消費者、事業者等のステークホルダーが集うコミュニケーションの場として、「エコマークコミュ

ニケーションフォーラム」を開催しました。本イベントでは、「エコマークアワード2013」の表彰式と、エ

コマークアワード受賞事例を通して、多様な立場、観点から、環境コミュニケーションツールとしてのエコ

マークについてパネルディスカッションを行いました。多くの皆様のご来場、誠にありがとうございました。

「エコマークアワード ２０１３」 受賞者による記念撮影

お知らせ

■イベン ト のお知らせ …………………………………………８

■エコマーク事務局からのお知らせ …………………………８

エコマーク ニュース
E co Ma rk N e ws

2014.5.1 No.92
エコマークは公益財団法人日本環境協会が自主的に運営

している事業です。エコマークの活動予算は、すべて認定

企業の皆様からのエ コマーク使用料ならびに商品認定申

込者の皆様からの商品認定審査料でまかなわれています。

「エ コマークニュース」 では、 「エ コマーク事業実施要領」

に基づき、エコマーク事業に関する情報を提供しています。
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「エコマークアワード ２０１３」 表彰式

　 フ ォーラ ムの前半では、 「エコマーク アワード ２０１３」 の表彰セレモニーを行いま し た。

　 今回が４回目と な るエコマーク アワード は、 「エコマーク商品をはじめ とする環境配慮型商品の製造・販売あ るい

は普及啓発を通じ た、 企業 ・ 団体の優れた取 り 組みを表彰する」 ものです。 また、 ２０１２年度、 ２０１３年度に認定さ

れたエコマーク認定商品の う ち、 特に環境性能や先進性、 エコ フ レン ド リ ーデザイ ンなどが優れた商品に授与する

プロ ダ ク ト ・ オブ ・ ザ ・ イヤーの表彰も行われま し た。 受賞団体の皆様、 おめで と う ございま し た。

　 各賞の受賞理由は、 エコマーク事務局ウ ェブサイ ト （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ａｗａｒｄ/２０１３/） をご参照 く ださ

い。

特別報告 「エコマークコミュニケーションフォーラム」開催

金賞表彰の様子

金 　 賞

コ ンビ株式会社

　 赤ちゃんの将来を考えたベビーカー ・ チャ イ

　 ルド シー ト ・ ベビーラ ッ ク の回収 リ サイ クル

　 エコ ア ク ト サービ スの提供

銀 　 賞

新日本流通株式会社

　 歴史あ る リ ユースの優等生 １.８Ｌ びんを支え る 「６ 本プラ箱」 と 「エコマーク」

パナソニッ ク株式会社　ＡＶＣ ネッ ト ワークス社

（現、 パナソニッ ク株式会社 アプ ラ イアンス社）

　 地上 ・ ＢＳ ・ １１０ 度　ＣＳ　デジ タルハイ ビジ ョ ンテレ ビ 「ビエラ」

銅 　 賞
株式会社スーパーホテル

　 スーパーホテル Lohas JR 奈良駅の取 り 組み

プロダク ト ・

オブ ・ ザ・

イヤー

ダイエー浄化槽 ＦＣＥ 型

［エコマーク認定番号 ： １２ １５１ ００１］

　 大栄産業株式会社

ダイキ浄化槽 ＸＥ 型

［エコマーク認定番号 ： １３ １５１ ００１］

　 株式会社ダ イ キア ク シス
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エコマーク ２０１３ 年度年次活動報告

　 プログラムの最後に、 エコマーク事務局長 宇野治よ り ２０１３ 年度の活動報告を行いま し た。

「エコマークアワード ２０１３」 講評――選考委員長 西尾チヅル氏 （筑波大学大学院教授）

　 今回の受賞は、 環境配慮の中で も特に資源効率や資源循環向上 と い

う 難しい課題に積極的に取 り 組まれた事例ばか り です。 こ のよ う な取

り 組みは、 開発者や関係者の高い志がなければ実現でき なかった こ と

だ と思います。 また、 高度で先進的な技術だけでな く 、 サプラ イ ヤー

が協力しやすい仕組み、 特に再資源化しやすいシ ステムや リ サ イ クル

チャ ネルを構築する こ と は非常に難しい こ と です。 そのよ う な仕組み

の構築は他の企業の模範 と な る も のであ り 、 その重要な取 り 組みに対

し てエコマーク を う ま く 活用されている こ と を評価いた し ま し た。

　 今後も企業や組織、 消費者、 社会のコ ミ ュ ニケーシ ョ ンの手段 と し

てエコマーク が活用される こ と を強 く 願っています。

受賞団体によるパネルディ スカ ッシ ョ ン

「消費者との環境コ ミ ュニケーシ ョ ン と エコマーク」

　 表彰式に続き、 「エコマーク アワード ２０１３」 の受賞団体

および前年 「エコマーク ア ワー ド ２０１２」 で金賞を受賞さ

れた株式会社タ カ ラ ト ミ ーの参加に よ るパネルデ ィ ス カ

ッ シ ョ ンが行われま し た。

　 はじめに、 各受賞団体よ り 受賞理由と なった取 り 組みに

ついて、 株式会社タ カ ラ ト ミ ーには金賞受賞後のエコマー

ク商品普及活動事例について発表いただき ま し た。

　 続 く デ ィ スカ ッ シ ョ ンでは、 環境配慮をどのよ う に 「見

え る化」 させるか、 そ し てサプラ イヤーや顧客、 消費者の

理解とつなが り をど う 深めてい く かをテーマに、 活発な意

見交換が行われま し た。 また、 環境配慮型商品に対する気

づきのツール と し て、 エコマーク を活用されている各社の

取 り 組み事例や課題について発表いただきま し た。初めか

らすべてを目指すのではな く、 でき る こ と から取 り 掛かる

姿勢や、 自社の特性に合わせた情報の伝え方の工夫など、

各社のチャ レ ンジがわかる充実し たディ スカッシ ョ ン と な

り ま し た。

◆受賞団体によ るプレゼンテーシ ョ ン資料は、 エコマーク

事務局ウ ェブサイ ト にてご覧いただけます。

（ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｉｎｆｏ/ｆｏｒｕｍ/２０１３.ｈｔｍｌ） パネルデ ィ スカ ッ シ ョ ンの様子
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新 認定商品のご紹介

パッ ク ご飯 （無菌包装米飯） にエコマーク認定商品が登場

　 単身世帯や高齢者世帯の増加によ り 個食化が進む中

で、 加工食品などにおいて、 内容物に対する容器包装

の使用量が増加する傾向にあ り ます。 こ う し た状況を

踏まえエコマーク では、 ２０１３年１０月に商品類型Ｎｏ．

１４０ 「詰め替え容器 ・ 省資源型の容器 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.７  ～

分類Ｃ. 無菌包装米飯容器～」 において、 軽量化・薄肉

化 ・ 減容化の評価を中心とする認定基準を制定し ま し

た。 これを受け、越後製菓株式会社の 「日本のごはん」

が、 同商品類型と し て第 １ 号のエコマーク認定を取得

し ま し た （認定番号 １３ １４０ ００５）。

■無菌包装米飯の特長と環境配慮を両立

　 切 り 餅 ・ 鏡餅、 米菓、 米飯などの製造 ・ 販売を行 う

越後製菓は、 「高圧処理」 と い う 独自技術を用いて、 米

と水だけを原料に使用し た無菌包装米飯を製造し てい

ます。 無菌包装米飯は、 電子レンジで数分加熱する こ

と によ り 炊き たてのご飯に復元でき、 また、 常温で長

期間保存でき る こ と から も需要が拡大し ています。 一

方、 炊飯器などでご飯を炊 く 場合に比べて、 無菌包装

米飯では使用し ている容器包装の量が多いため、 廃棄

物の増加にもつなが り ます。

　 こ う し た こ と から同社では、 簡便性や保存性と いっ

た特長を維持しつつ、 包装資材を大幅に軽減し た次世

代型の米飯 「日本のごはん」 を開発し、 無菌包装米飯

と し て初めてエコマーク の認定を受けま し た。

■容器包装の厚みを ５ 分の １ に低減

　 越後製菓では商品の開発にあた り 、 ラ ッ プで包んだ

よ う な簡易包装のご飯を イ メ ージ し取 り 組みを進めま

し た。 従来の米飯容器は成型前のプラ スチッ ク シー ト

の厚みが約 ６００μｍ で、 複数のプラ スチ ッ ク材料を接

着樹脂で張 り 合わせた構成になっています。 これに対

し て 「日本のごはん」 は、厚さ １２０μｍのフ ィルムを用

いて成型する こ と によ り 、 容器包装の量を大幅に削減

し ま し た。 また、 ポ リ プロ ピ レンの単一素材にする こ

と に成功し、 接着樹脂由来の容器臭をな く し ま し た。

　 容器包装の環境配慮のみな らず、 新潟県産コシ ヒ カ

リ を原料にし て食味にも こ だわ り 、 賞味期限も １ 年ま

で伸ばし保存性を高めま した。商品の開発においては、

包装資材だけでな く 機械設備など生産工程も見直す必

要があ り 、 構想から ５ 年をかけて販売に至 り ま し た。

　 同社では、 エ コ マーク を表示し た 「日本のごはん」

の販売によ り 、 環境配慮商品や省資源 ・ リ サイ クルに

対する消費者の認識向上につなげてい く 考えです。

◆越後製菓(株) のウ ェブサイ ト

ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｈｉｇｏｓｅｉｋａ.ｃｏ.ｊｐ/

エコマーク認定

の越後製菓(株)

「日本のごはん」

（商品パッ ケー

ジ と個包装）

リゾート ホテルと して第 １ 号のエコマーク認定

　 ビジネスや個人の旅行に使用される ホテルや旅館に

おける環境配慮の取 り 組みは、 施設の運営や利用に伴

う 環境負荷の低減に加え、 利用者の環境意識の向上 と

い う 面で も重要な位置づけにあ り ます。

　 株式会社ホテルオーク ラ東京ベイは、 これまでの環

境活動を踏ま え開業 ２５ 周年を機にエ コ マーク の認定

に取 り 組み、 商品類型Ｎｏ.５０３ 「ホテル・旅館Ｖｅｒｓｉｏｎ

１.０」 において ２件目、 リ ゾー ト ホテル と し て初の認定

を取得し ま し た （認定番号 １３ ５０３ ００１）。

■広範な環境活動を推進

　 ホテルオーク ラ東京ベイでは、 環境マネジ メ ン ト シ

ステムの構築 ・ 運用を通じ て、 事業活動に伴 う 環境負

荷の低減に努める と と も に、 グ リ ーン購入ネ ッ ト ワー

クへの参加、 浦安市が進める 「浦安エコ カンパニー宣

言」 に基づ く 宣言 と実践など を通じ て取 り 組みの充実

を図って き ま し た。 また、 外部講師によ る研修など を

行い、 環境活動に対する認識を高めています。

　 消費電力削減に向けては、夏季に 「節電パ ト ロール」
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認定基準に関するお知らせ

認定基準の制定

　 以下の認定基準が制定されま し たので、 お知らせいたし ます。

◆認定基準は （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｎｉｎｔｅｉ/） をご覧 く ださい。

類型番号 商品類型名 制定日 有効期限

１５５ 複写機 ・ プ リ ン タ などの画像機器 Ｖｅｒｓｉｏｎ１ ２０１４ 年 ５ 月 １ 日 ２０２１ 年 ４ 月 ３０ 日

を実施し てお り 、 事務所、 従業員 ト イ レ、 仮眠室、 倉

庫、 冷蔵庫、 機械室など を対象に、 不必要な照明の点

灯、 空調温度や照明の明る さ など をチェ ッ ク し、 改善

を図っています。 このほか、６ 月の環境月間におけるエ

コ ス タ ンプラ リ ーやエコ メ ッ セージの実施、 環境省推

奨ラ イ ト ダ ウ ンキ ャ ンペーン、 浦安市主催の 「ゴ ミ ゼ

ロ運動」 への参加など、幅広い活動を実施しています。

■顧客サービス と環境配慮の両立

　 ホテル事業においては、 宿泊客の理解と協力を得な

が ら 、 快適性を損な う こ と な く 環境

負荷の低減に結びつけてい く こ と が

求められます。

　 こ う し た観点か ら ホテルオー ク ラ

東京ベイでは、 連泊客を対象に 「ステ

イ清掃」 が必要かど う かを示すカー

ド を用意する と と も に、 清掃が不要

な場合の特典 と し て 「GREENSHOES 

CARD」 （カーボンオフセッ ト付き QUO

カード） の提供を行っています。 客室

のバス タ ブには、 適量の水量を示す

ウォー タ ーレベルシールを貼 り、 節

水への協力を促し ています。

　 ま た、 宿泊客にエ コ ド ラ イ ブの実

践を促すために、 「エコ ド ラ イブ １０ の

すすめ」 な どの掲示や啓発チ ラ シの

配布を行っています。 さ ら に、 電気自動車およびプラ

グ イ ンハイブ リ ッ ド車用の充電ス タ ン ド ２ 基を敷地内

に設置する と と もに、 電気自動車のカーレ ン タルサー

ビ ス を行っています。

　 ホテルオーク ラ東京ベイでは、 リ ゾー ト ホテル と し

てのサービ スの維持 ・ 向上 と のバラ ン ス を重視し なが

ら、 今後も環境負荷低減に向けた取 り 組みを充実させ

てい く 考えです。

◆(株)ホテルオーク ラ東京ベイのウ ェブサイ ト

ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｏｋｕｒａｔｏｋｙｏｂａｙ.ｎｅｔ/

（左上） エコマークの認定を取得し

　 　 　  たホテルオーク ラ東京ベイ

　 　 　 （外観）

（左下） ボード に貼られた ４４０ 枚

　 　 　  のエコ メ ッセージカード

（右下） 環境省推奨ラ イ ト ダウン

　 　 　  キャンペーンへの参加

〈商品類型 Ｎｏ.１５５ 「複写機 ・ プ リ ン タ などの画像機器 Ｖｅｒｓｉｏｎ１」 について〉

　 基準の策定 （Ｎｏ.１１７ 「複写機 Ｖｅｒｓｉｏｎ２」、Ｎｏ.１２２

「プ リ ン タ Ｖｅｒｓｉｏｎ２」 認定基準の全面的な見直し） に

あた り 、 特に使用段階のエネルギー消費について、 先

導的なレベルの基準値を設定し たほか、 総合的な環境

負荷低減を目指し、 資源循環に貢献する製品設計や使

用済機器・消耗品の回収の仕組み、 ト ナー・ イン ク等の

化学物質、 ＴＶＯＣ （総揮発性有機化合物） や微粒子の

放散の基準値等についても大幅に強化し ま した。 また、

海外環境ラベル機関と の相互認証のさ ら な る推進を念

頭に、 ド イ ツ  ブルーエンジ ェル ＲＡＬ-ＵＺ１７１ 「プ リ

ン ト 機能付き事務機器」 （２０１２ 年 ７ 月制定） およ び

「国際エネルギース タープロ グ ラ ム」 基準 （２０１４ 年 １

月発効） と の整合を図ったほか、 グ リ ーン購入法 （国

等によ る環境物品等の調達の推進等に関する法律） で

の対象機器 （フ ァ ク シ ミ リ 、 スキ ャナ） も対象範囲に

加えま し た。
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認定基準の改定

　 以下の認定基準の部分的な改定を行いま し たので、 お知らせいた し ます [改定日 ： ２０１４ 年 ４ 月 １ 日]。 （Ｖｅｒｓｉｏｎ

の Ｎｏ.は改定前のもの）

◆改定点の詳細については （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｏｆｆｉｃｅ/ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ/ｄｅｌｉｂｅｒａｔｉｏｎ_ｄａｔａ/） をご覧 く ださい。

商品類型名 改定のポイ ン ト

１３７  建築製品 （外装 ・ 外構工事関係用資材） Ｖｅｒｓｉｏｎ１.７

分類 Ｄ‐２　～木材 ・ プラ スチッ ク再生複合材～

品質に関する基準の要求事項の明確化 （エ コ マー

ク認定の際に確認する JIS の範囲の明確化）

１５０  電球形 ＬＥＤ ラ ンプ （Ａ 形） Ｖｅｒｓｉｏｎ１.０
省エネ法における ト ップランナー制度の対象化との

整合 （ラ ンプ効率数値の引き上げなど）

１０６  情報用紙　Ｖｅｒｓｉｏｎ３.３、 １０７  印刷用紙　Ｖｅｒｓｉｏｎ３.３、

１０８  衛生用紙　Ｖｅｒｓｉｏｎ２.８、 １１２  文具 ・ 事務用品 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.１６、

１１３  包装用紙　Ｖｅｒｓｉｏｎ３.２、 １１４  紙製の包装用材 Ｖｅｒｓｉｏｎ２.８、

１２０  紙製の印刷物 Ｖｅｒｓｉｏｎ２.５、 １３０  家具 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.８

グ リーン購入法の見直しにあわせた用紙関係の 「用

語の定義」 の変更

２０１４ 年度以降に取り組む新規商品類型の選定結果について

２０１４ 年度以降に取り組む新規商品類型について、昨

年 １０ 月 １ 日から ３１ 日に新規商品類型提案の募集を行

いま し た。 寄せられた提案な らびに事務局から の提案

を踏まえ、エコマーク企画戦略委員会で審議した結果、

右記の案件について、 ２０１４ 年度以降に着手する新規

商品類型化の候補 と し て さ ら に継続検討する こ と と な

り ま し た。

●新規商品類型化の候補と し て継続検討とする案件

・ 環境負荷低減型接着剤

・ 冠婚葬祭サービ ス

・ 繊維廃材製道路標識 ・ 道路付属物 [既存商品類型に

追加を検討]

・ 植物由来 （非生分解性） プラ スチッ ク製品・合繊製品

・ 新ケ ミ カル リ サイ クルプロセスによ って生産される

繊維のエコマーク認定基準への適合検討願い [既存

商品類型の見直しの中で検討]

委員会報告

運営委員会 （第 ３２ 回）

　 第 ３２ 回運営委員会が ２０１４ 年 ３ 月 １３ 日に開催され

ま し た。 議事内容は以下の とお り です。

〈議事内容〉

１．２０１３ 年度 （平成 ２５ 年度） エコマーク事業報告

２．２０１４ 年度 （平成 ２６ 年度） エコマーク事業計画およ

び予算（案） について

◆資料等詳細は （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｏｆｆｉｃｅ/

ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ/ｓｔｅｅｒｉｎｇ_ｄａｔａ/） をご覧く ださい。

基準審議委員会 （第 １４ 回）

　 第 １４ 回基準審議委員会が ２０１４ 年 ２ 月 １３ 日に開催

されま し た。 審議事項は以下の とお り です。

〈審議事項〉

１．エコマーク商品類型 （認定基準） 案について

２．エコマーク商品類型 （認定基準） の部分的な改定に

ついて （Ｐ.６ 参照）

◆資料等詳細は （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｏｆｆｉｃｅ/

ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ/ｄｅｌｉｂｅｒａｔｉｏｎ_ｄａｔａ/） をご覧 く ださ

い。
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トピックス

２０１４ 年度版パンフレ ッ ト、 カ タログのご案内

　 エコマーク と グ リ ーン購入法特定調達品目の対応関

係を ま と めたパン フ レ ッ ト 「２０１４ 年度版エコ マー ク

と グ リ ーン購入法特定調達品目」 を作成し ま し た。 入

手をご希望の際は普及 ・ 国際協力課までお問い合わせ

く ださい。 エコマーク事務局ウ ェブサイ ト から も ダ ウ

ンロードいただけますので、 あわせてご活用く ださい。

（ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｐｄｆ/ｇ_ｅｃｏ１４.ｐｄｆ）

　 また、 エコマーク認定商品を掲載したグ リーンステー

シ ョ ンカ タ ロ グ ２０１４ 年度版が完成し、 発行元の (株)

フ ァ インよ り地方公共団体等に配布されています。本カ

タ ロ グの入手および商品情報掲載については、 (株)フ

ァ イ ン （電話 : ０６-６４４８-０００４） までお問い合わせ く

ださい。 イ ン ターネ ッ ト 版は随時最新情報に更新され

ますので、 そち ら も ご活用 く だ さ い。 （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.

ｇｒｅｅｎｓｔａｔｉｏｎ.ｎｅｔ/）

「２０１４ 年度版エコ

マーク とグリーン

購入法特定調達品

目」 パン フレ ッ ト

東海三県一市グリーン購入キャンペーンイベン ト に参加しまし た

２０１４ 年 １ 月 １５ 日か ら ２ 月 １４ 日の １ か月間、 愛知

県、 岐阜県、 三重県、 名古屋市において 「東海三県一

市グ リ ーン購入キ ャ ンペーン」 が実施されま し た。 エ

コマーク事務局は実行委員 と し て本キ ャ ンペーンに参

画し てお り 、 期間中は下記のキ ャ ンペーン イベン ト に

出展し、 グ リ ーン購入の普及と定着を図るため、 日常

生活に身近な多種にわた る エ コ マー ク 認定商品を展

示、 紹介し ま し た。

○１月２５日（土）、 ２６日（日） テ ラ ス ウ ォーク一宮 ： 愛

知県主催 （ユニー株式会社 と 協働） 「テ ラ スエ コ博　

東海三県一市グ リ ーン購入キ ャペーン」

○ ２ 月 ２ 日（日） モレ ラ岐阜 ： 岐阜県主催 グ リ ーン購

入啓発展 「すすめよ う ！環境にやさ しいお買い物」

○２月７日（金） イオンモールナゴヤ ドーム前 ： 名古屋

市主催 「グ リ ーン購入啓発展示」

愛知県での

キャ ンペー

ンイベン ト

の様子

愛知県キャンペーンイベントの様子

グリーンステーシ ョ ンカ タ ログ ２０１４ 年度版

「こどもエコ ク ラブ全国フ ェステ ィバル」 に参加しまし た

２０１４年３月２３日に開催された 「こ ど もエコ ク ラブ

全国フ ェ ステ ィ バル」 に参加し ま し た。 こ ど もエコ ク

ラ ブの自主的な環境活動を ま と めた壁新聞を も と に選

ばれた、全国４７都道府県の代表ク ラブが集い交流を深

める、 年に一度の大き な イベン ト です。

　 エコマークが今年 ２５ 周年を迎えた記念と して、壁新
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エコマークは (公財)日本環境協会の登録商標です。

聞部門に 「エコマーク賞」 が設け られ、 受賞された福

井県の 「吉崎赤手ガニ環境調査隊」 に、 エコマーク事

務局長よ り 表彰状が授与されま し た。

　 各ク ラブの活動発表や表彰のほか、 環境への取 り 組

みを紹介する企業 ・ 団体のブース展示も行われ、 エコ

マーク では全国の子ど も たちに活動内容など を紹介し

ま し た。 展示コーナーには、 エコマーク使用契約企業

から株式会社イ ト ーキ と株式会社エフ ピ コが出展し ま

し た。

エコマーク事務局からのお知らせ

■エコマーク事務局大阪デスク を開設し ます

　 エコマーク事務局は、 ６ 月に西日本の拠点 と な る大阪デス ク を開設し ます。 毎月 １ 回、 エコマーク ス タ ッ フが

駐在し、 エコマーク認定取得に関する ご相談やグ リ ーン購入などの問い合わせに対し て直接お答えいた し ます。

ぜひご活用 く ださい。

　 ○日時 ： 原則毎月第３週木曜日 １０ ： ００～１７ ： ００ （詳細はエコマーク事務局ウ ェブサイ ト でご確認 く ださい。）

　 ○場所 ： おおさか ＡＴＣ グ リ ーンエコプラザ内

（アジア太平洋 ト レード セン タービル ＩＴＭ棟 １１Ｆ、 ト レード セン ター前駅下車）

※相談にお越しの際は、 お手数ですが電話にて事前のご予約をお願いいた し ます。

（基準 ・ 認証課 電話番号 ： ０３-５６４３-６２５３）

■エコマーク メ ールマガジンのご案内

　 エコマーク事務局では定期的に メールマガジン 「エコマーク広報」 を配信しています。 メール

マガジンのご購読は、エコマーク事務局ウェブサイ ト （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｅｃｏ_ｍａｉｌ/）

にて、 または右記ＱＲ コード にア ク セス し てご登録いただけます。 エコマーク に関する最新の

情報をお届け し ていますので、 ぜひご登録 く ださい。 メ ールマガジン

登録用QR コード

お知らせ

イベン トのお知らせ

　 エコマーク事務局は、 ６ 月の環境月間に下記のイベン ト に出展し ます。 ご来場の際は、 ぜひエコマーク ブース

にお立ち寄 り く ださい。

　 ○ ６ 月 １ 日 （日） ふっ さ環境フ ェ ステ ィ バル （東京都福生市 ： 中央公園）

　 ○ ６ 月 ７ 日 （土）、 ８ 日 （日） エコ ラ イ フ ・ フ ェ ア ２０１４ （東京都渋谷区 ： 代々木公園）

「こどもエコ ク ラブ全国フェスティバル」

壁新聞部門表彰式の様子


